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3. グラウチング計画・設計・施工 

3.1 コンソリデーショングラウチング 
1)当初計画：旧指針 

 河床部（5～14BL）は当初計画で施工（H13.4～H14.6 施工） 

2)H14.7 変更：グラウチング技術指針(案)の改訂に対応して計画を変更 

 左岸部（1～5BL）、右岸部(14～22BL)は改訂指針に対応した。（H14.7～H16.7 施工） 

 

3.1.1 施工範囲 
(1) 改訂前 
基礎岩盤の変形性の改良を図り、カーテングラウチングとあいまって堤体の接触部付近の基礎

岩盤の遮水性を改良することを目的として、施工範囲は堤敷基礎岩盤全面とする。 

(2) 改訂後 
以下の２つの目的により、基礎岩盤が全体的にクラッキーで緩みが生じやすい地質性状を考慮

して、堤敷全面を施工範囲とする。 

①遮水性の改良（上流コンソリ） 

ダム軸から 11.5m 下流までの動水勾配が大きい範囲に遮水を目的として実施する。 

②岩盤弱部の補強（下流コンソリ） 

CL 級岩盤分布域に岩盤弱部の補強を目的として実施する。 

 

3.1.2 改良目標値 
(1) 改訂前 
コンソリデーショングラウチングの改良目標値は、重力式コンクリートの標準的値の 5Lu一律

とする。 

(2) 改訂後 
①遮水性の改良 

改良目標値は 5Lu 以下とする。 

②岩盤弱部の補強 

改良目標値は 10Lu 以下とする。 

 

3.1.3 施工時期 
(1) 改訂前 
カバーコンクリート方式とし、堤体コンクリートを 3.0m 打設後に施工する。 

(2) 改訂後 
  改訂前と同様、カバーコンクリート方式(3.0m)方式とする。 

 

3.1.4 孔の配置及び深さ 
(1) 改訂前 
 孔配置は 5m 格子(設計規定 2次孔）とする。 

施工深度は一般部は 5.0m とし、右岸高標高部の 17～21BL は高透水ゾーンが想定されること

から 10.0m とする。 

(2) 改訂後 
当初計画では 17～21BL は深度 10m としていたが、掘削線変更により高透水部が除去され

たこと、F-1 断層の透水性は小さいと想定されたことから孔の長さは一律 5m に変更した。 
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3.2 カーテングラウチング 
1)当初計画：旧指針 

 左岸リム（1～8BL）は当初計画で施工した。（H14.6 まで） 

2)計画変更：改訂指針に対応（H14.7 以降の施工） 

 ①深度毎に改良目標値・孔間隔を設定 

 ②追加基準の変更（4次孔省略） 

 ③施工時期緩和 

 

3.2.1 施工範囲 
(1) 改訂前 
1)堤体部 

改良目標値 2Lu を上回る範囲を包括した範囲とする。 

2)左右岸リム部 

地下水位とサーチャージ水位との交点までとする。 

(2) 改訂後 
1)深度方向 

  深度に応じて設定した改良目標値を上回る範囲を包括する範囲とする。 

2)左右岸リム部 

当初計画と同様に地下水位とサーチャージ水位との交点までとする。 

 

3.2.2 改良目標値 
(1) 改訂前 
 カーテングラウチングによる改良範囲は、深度にかかわらず一律 2Lu とする。 

 

(2) 改訂後 
深度毎に透水性が小さくなる傾向を考慮して深度方向の改良目標値を緩和した。 

 

・0～H/4（20ｍ） ： 2Lu 

・H/4～H/2(40m)  ： 5Lu 

・H/2～    ： 10Lu 

  （H：最大ダム高 77m） 

また、常時満水位からサーチャージ水位の間は普段は水圧が生じないこと、基礎排水孔がなく

大きな動水勾配が生じないことから改良目標値を緩和した。 

・0～H/4（20ｍ） ： 5Lu 

・H/4～H/2(40m)  ： 5Lu 

・H/2～    ： 10Lu 

  （H：最大ダム高 77m） 
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3.2.3 施工位置及び施工時期 
(1) 改訂前 
上流フーチングからの施工とし、施工時期は堤高 15m 以上打設後とする。 

(2) 改訂後 
  当初計画どおり、上流フーチングからの施工とする。 

施工時期の堤高は堤体コンクリート 3m 打設後に変更した。 

 

3.2.4 孔の配置 
(1) 改訂前 
孔間隔 1.5m、規定 3次孔の単列施工とした。 

 

(2) 改訂後 
1) 改良目標値 2Lu 範囲 

改良目標値 2Lu 範囲(0～H/4）は、孔間隔 1.5m、規定 3次孔の単列施工とする。 

2) 改良目標値 5Lu 範囲 

改良目標値 5Lu 範囲(H/4～H/2）は、孔間隔 3.0m、規定 2次孔とする。 

3) 改良目標値 10Lu 範囲 

改良目標値 10Lu 範囲(H/2～）は、孔間隔 3.0m、規定 2次孔とする。 
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5. 止水設計の考え方の経緯 

 

2002.07.16 協議 

・ コンソリデーショングラウチングについては、改訂指針にのっとった計画（県案）で妥当と

考える。 

・ 常時満水位より高標高部については、今後仕上掘削を行った段階で、地質状況を判断し、必

要に応じて計画を見直す。 

・ カーテングラウチングについては、改訂指針にのっとった計画（県案）で妥当と考える。 
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